
サ
カ

ジ
γ
ジ
ヤ
尾
山
紳
位
。

サ
カ
キ
パ
ラ
モ
リ
ノ
リ
織
原
守
且
一
泊
都
三
郎
。

字
は
子
山
川
(
。
拙
蛙
・三
痴
・問
所
・夢
松
・一

翁
・泡
翁
・

締
下
掛
屋
等
と
脱
し
た
。
守
山
内
は
上
削
氏
よ
・
り
出
で
、

今
校
内
記
の
臣
銅
版
氏
に
益
は
れ
、
安
政
六
年
小
松

在
勤
を
命
ぜ
ら
れ
、
文
h

仇
三
年
金
制
聞
に
附
っ
た
。
性

政
を
好
み
、
出
向
を
作
。
、
南
宗
の
飢
酬
を
能
く
し
、
叉

彼
に
巧
み
で
、
慌
に
正
時
間
を
以
て
平
副
拡
を
一
紙
に
鈍

す
る
を
日
課
と
し
、
そ
の
数
千
四
百
本
に
上
っ
た
。

明
治
八
年
六
且
七
日
夜
、
防
八
十
五
。
金
城
風
泌

・

成
城
風
藻
の
一
名
が
あ
る
。
守
肌
(
の
子
守
仰
は
思
疏
と

鋭
し
‘
亦
務
を
晴
ん
だ
。

サ
カ
キ
ヤ
マ

綿
山

鹿
島
郡
大
津
の
う
ち
に
あ

る
。
府
中
日
吉
批
(
今
大
地
主
制
批
U

凹
且
の
祭
線
に

立
て
る
大
綱
は
、
七
尾
の
小
島
屋
六
左
御
門
と
い
ふ

vuが
、
保
依
こ
の
山
か
ら
伐
出
す
例
で
あ
っ
た
。

ザ
カ
テ
ラ
ナ
イ
ゼ
ン
坂
倉
内
謄
院
長
十
二
年

前
出
利
治
に
隊
せ
ら
れ
て
三
百
石
を
災
け
、
御
小
持

組
に
列
し
、
元
利
二
年
夜
。
子
係
樹
欄
嗣
い
で
滞
に
仕

へ
る
。
サ
カ
ゲ
ン
シ
ン
坂
元
慌
金
搾
の
市
臨
で
、
物

援
の
思
を
京
の
小
野
川
剛
山
に
貸
し
、
迭
に
之
に
初
泌

し
て
名
竪
大
に
顕
れ
、
天
明
中
金
谷
御
殿
に
召
さ
れ

て
、前
回
蛮
教
の
侍
臨
時
す
の
お
に
本
草
の
釦
を
部
じ
、

後
滞
の
老
臣
村
井
氏
に
扶
持
ゼ
ら
れ
.
平
和
元
年
主

命
に
よ
り
屋
川
附
堂
花
綿

H
一
容
を
若
し
た
。
庭
山
山
堂

は
村
井
氏
の
也
知
で
あ
る
。
文
政
四
年
四
且
十
五
日

七
十
裁
を
以
て
波
。
元
恨
の
そ
の
他
の
諸
に
本
草
烈

方
什
一
加
、
名
物
捷
径
内
組
十
六
加
盟
V

が
あ
る
。

サ
カ
ザ
ス
ギ
倒
杉

珠

洲
郡
寺
副
な
る
高
山
寺

の
門
前
に
あ
り
、一
一両さ

一
一
一
米
、
潤
附
七
米
。
亦
一

本
杉
と
も
い
ひ
、
枝
市
村
腕
幽
し
て
地
上
に
向
か
ひ
設

れ
る
。
能
管
名
跡
総
に
、
『
門
前
の
凶
の
巾
に
、
自
比

任
尼
の
舗
の
箸
を
さ
し
給
ひ
し
と
い
う
て
杉
の
大
木

あ
り
。
技
郊
異
な
れ
る
木
也
。
能
殺
の
一
本
移
と
い

へ
り
。
』
と
あ
る
。

サ
カ
サ
マ
ガ
ハ
溢
倒
川

珠
洲
部
畏
怖
の
簡
に

在
る
。
文
化
十
四
年
部
方
自
上
に
、『
長
補
村
と
鳳
至

榔
昨
凶
村
と
の
境
に
、
さ
か
さ
ま
川
と
悶
巾
川
有

之
。
』
と
あ
る
。

ザ
カ
シ
h
F
モ
ン
坂
下
門

金
糊
城
石
川
御
門
前

か
ら
誠
一
地
と
百
凶
摘
と
の
閣
を
一
辿
欽
け
て
西
南
に
進

む
と
、
守
宮
揃
を
右
に
し
て
小
坂
胎
が
あ
り
、
そ
の

下
に
坂
下
御
門
が
あ
っ
て
、
仰
山
に
香
田
山
を
設
け
ら
れ

て
ゐ
た
。
明
治
二
年
十
一
且
之
を
撤
去
し
た
。

サ
ガ
ジ
ユ
ア
ン
嵯
餓
寓
目
安
金
禅
に
跨
た
市
践

で
越
中
東
岩
瀬
の
人
帥
腕
時
剛
健
闘
僻
の
二
子
。
路
は
一

正
、
一
歌
浦
と
脱
し
た
。
初
め
簡
を
黒
川
良
安
、
泌
符

を
弁
口
桝
に
mm
び
‘
次
い
で
江
戸
に
出
て
村
出
縦
六

の
担
問
と
な
り
、
叉
日
抵
抗
剛
に
遊
ん
で
路
加
を
宣
教
師

二
コ
ラ
イ
に
受
け
た
。
加
賀
滞
乃
ち
明
治
二
年
五
且

日目安
に
総
同
留
円
引
を
命
じ
た
が
、
務
安
は
三
年
一
且

を
以
て
米
凶
汽
船
に
惜
し
、
櫛
抽
出
か
ら
商
船
に
赴

き
、

T-B伯
尚
艦

Z

ル
マ
ー
ク
蹴
に
似
来
し
て
浦
盟

港
に
上
限
し
‘
紗
征
千
里
の
野
を
帆
帥
山
糊
し
て
ノ
プ
ゴ

ロ
ッ
ド
に
一主り
、
汽
車
に
采
じ
て
首
都
塑
彼
得
鑑
に

入
っ
た
。
時
に
四
年
一
且
七
日
で
あ
っ
た
。
阪
に
し

て
務
は
陵
せ
ら
れ
た
が
、
日
#
安
は
向
鍔
都
に
留
り
、

七
年
に
主
っ
て
郎
朝
し
た
。
邦
人
の
商
比
利
毘
を
航

附
し
た
も
の
は
、
貨
に
祷
安
を
以
て
初
と
す
と
い
は

れ
る
。
桜
田
A

郎
羽
の
後
北
海
道
側
拓
使
・文
部
省
・内

問
・怠
謀
本
部
等
に
仕
へ
、
次
い
て
第
五
郎
関
路
間
研

究
台
数
附
に
籾
せ
ら
れ
、
明
治
三
十

一
年
十
二
且
十

五
日
享
年
五
十
九
を
以
て
随
烏
に
奴
し
た
。

サ
カ
ジ
リ
坂
尻

石
川
端
日
概
庄
に
閉
す
る
部

孫
。
郷
村
名
義
抄
に
、
此
の
村
の
領
山
龍
，
谷
の
岩
屋

に
篭
る
坂
を
一
，
坂
と
い
ひ
、
そ
の
坂
下
に
あ
る
村

で
あ
る
か
ら
此
の
名
を
得
た
と
あ
る
。
こ
の
坂
尻
に

密
借
松
が
あ
っ
た
。
三
州
各
蹴
志
に
、
古
へ
白
山
の

路
島
・牛
首
村
援
か
ら
仮
尻
村
の
皆
掛
訟
ま
で
は
白

山
富
領
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
叉
こ
の
松
が
援
尻
村
と

小
柳
村
と
の
領
境
で
あ
っ
た
と
も
い
J
。
後
紡
死
し

た
が
、
村
の
並
び
往
来
脇
の
問
地
に
官
官
僚
松
の
字
が

残
っ
て
ゐ
る
と
あ
る
。

ザ
カ
ジ
リ
坂
尻

鳳
至
郡
山
田
郷
に
邸
す
る
部

首
問
。
明
治
中
に
歪

b
、
組
・
下
代
と
合
併
し
て
航
尾

と
改
稿
し
た
。

ザ
カ
ジ
リ
ヤ
カ
リ
ヨ
ウ
坂
尻
屋
瑚
涼

金
樽
の

倒
人
五
々
の
妥
で
、
伽
涼
と
も
書
き
、
亦
晴
好
を
同

じ
〈
し
た
。
一
に
草
納
入
の
脱
が
あ
る
。
明
利
八
年

十
一
且
叶
五
日
七
十
六
歳
を
以
て
夜
し
た
。

ザ
カ
ジ
リ
ヤ
ゴ
ゴ
坂
尻
屋
亙
豆

金
織
の
釧
入
。

飯
島
氏
。
遺
構
は
八
郎
右
衛
門
。
腕
躍
を
百
舘
附
と

、i
'
ニ
O

L
、
:z
ザ
ガ
セ
キ
ス
ケ
佐
賀
関
助
元
組
佐
賀
闘
太
夫

は
前
間
利
家
に
召
則
さ
れ
て
二
百
石
を
防
は
り
、
間出

長
十
五
年
夜
し
、
共
の
子
制
開
助
越
知
を
交
け
〆
越
中

四
都
の
慨
努
支
配
と
な
っ
た
。
そ
の
子
関
助

X
後
を

袈
ぎ
、
治
知
の
内
百
石
を
賜
は
台
、
越
中
三
部
の
博

努
支
配
と
な
り
、
二
男
隼
之
助
に
百
石
を
配
知
し
て

新
川

一
部
の
樽
努
支
配
と
せ
ら
れ
た
。

i
セ
キ
ス
ケ

バ
バ
銅
助
馬
説
。

サ
カ
h
F

坂
田

岡
芸
部
奥
呂
見
の
内
の
小
手。

サ
カ
h
F
ニ

坂

谷

能

突
如
丸
山
の
部
古
川
北
方
の

駅
間
谷
で
、
そ
の
水
大
白
川
に
注
ぐ
。

サ
力
量
ル

酒
霊

臨
京
都
宇
出
俸

の
内
の
小

字。
サ
カ
h
F
ル
ジ
ン
ジ
ヤ

酒
量
肺
結
邸
主
祁
字
出

様
に
銀
座
す
る
。
文
勝
二
年
の
鰭
僑
六
郷
目
録
字
出

三
三
四

津
の
前
回
の
う
ち
に
荷
垂
二
段
と
記
す
る
も
の
是
で

あ
る
。
式
内
等
部
駐
担
に
、『
詰
器
削
枇
。
諸
般
郷
字

出
様
村
酒
器
銀
座
。
祭
制
大
山
祇
命
。
務
=
酒
田
垂
宮
↓

或
云
話
器
明
耐
。
一
他
社
也
。
』
と
あ
る
。

サ
カ
ド
坂
戸

河
北
柑
河
村
郷
に
幽
す
る
部
落
。

サ
カ

F
ノ
シ
ヤ

酒
殿
祉

石
川
淵
木
的
に
在
る
。

白
山
記
に
『
中
宮
下
有
ν

橋
各
二
俄
二
苫
々
。
共
次

有
v
一
位
脱
=
酒
殿
一
有
=
大
館
跡
サ
』
式
内
等
笛
祉
紀
に
.

『
酒
段
跡
「
位
。
河
内
庄
木

m村
銀
座
O

A

寸務

--n紡
明

刷
。
』
と
あ
る
。
今
こ
の
祉
を
抗
舶
枇
と
栴
す
る
。

サ
カ
ノ
シ
モ
坂
ノ
下

江
泊
部
奥
山
方
に
臨
す

る
部
首
問
。
江
沼
志
稿
に
、
こ
の
村
簡
に
堂
屋
放
と
い

ふ
が
あ
る
と
見
え
る
。

サ
カ
ノ
シ
モ
主
ウ
ゲ
坂
ノ
下
峠

九
院
と
坂
，
下
耐
部
族
間
に
あ
る
峠
。

サ
カ
ノ
デ
坂
野
出

瓜
笠
郡
市
，
期
の

内
の
小

江
沼
柑
四
十

字。
ザ
カ
ノ
ナ
ガ
h

努力

坂
野
長
高
泊
抑
制
忠
兵
術

・

僻
刀
左
衛
門
。
延
貸
六
年
女
七
左
術
門
長
政
の
治
知

二
百
石
を
m
埋
ま
、
御
府
組
に
班
L
、
大
小
作

・
袋
御

納
戸
奉
行
・御
膳
奉
行
・銅
剣
工
務
行
に
限
任
し
、
元

副帖
十
二
年
御
m
H
所
務
行
と
し
て
百
五
十
石
を
加

へ
、

十
五
年
又
百
五
十
石
を
噌
し
、
斑
永
元
年
五
十
五
践

で
閉
山
し
た
。

サ
カ
ノ
ナ
ガ
ヨ
リ
坂
野
長
的

活

m
m作
・
七

之
丞
。
御
技
七
兵
衛
の
子
。
天
正
十
四
年
越
中
守
山

に
於
い
て
町
出
利
長
に
仕

へ
、
二
百
依
を
筒
し
、
殴

長
四
年
二
百
依
、
八
年
五
十
.有
、
九
年
又
五
十
石
を

加
へ
、次
い
で
坂
野
氏
に
改
め
て
大
坂
繭
仰
に
従
ひ
、

寛
永
十
六
年
利
治
の
小
松
限
訟
に
伴
ひ
、
十
九
年
制

死
し
た
。

サ
ガ
ノ
ヤ
セ
ツ
コ
ウ
佐
賀
野
屋
零
賃

金
採
の

例
入
。
最
上
氏
。
泊
抑
制
庄
兵
衛
。
周
山
の
門
か
ら
出


